
●未来への散歩（ランドスケープと村の統合）
ヘイン・マイヤー・ハリソン（アメリカ）
ニュートン・ハリソン

○湿地の保全と美術館
○ビルの屋上に湿地をつくる

多くの小動物の保全も図る
○4種類の湿地の草がある
○環境が変わると草木の生態も変わり、小動物も違ったものが住みつく
○屋上に牧草

切り取って他の場所に移植することで新たな牧草地が生まれてくる。
○オランダの例

60万人の都市づくり（140km2）
グリーンハート（緑のサークル）
都市がつながるように放射状に配置
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60万人

周辺70万人の住宅地

ヒーリング効果が生まれる

もともとあったものを発見
パス＝歩道、小路をつなぐ
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水は領域を越えて流れている

●エコロジーパーク

実践見学

水車で発電→管理小屋の照明
桶で水汲み→水を流す→螺旋で水を汲み上げる→水槽に溜める→水の流れ方
を知る
池→水車
ビオトープ
土壁づくりの体験

●彫刻の森
水の妖精の足跡

15：00～

17：00～ ローデンブルグにて食事（インド料理）


